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※気象庁彦根地方気象台の気象観測データ
※値は5か年毎の平均、ただし2020~2023年は4か年の平均
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※気象庁彦根地方気象台の気象観測データ
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登熟日数成熟期出穂期幼穂形成期

389月7日7月31日7月7日1986~1997
平均

349月1日7月29日7月5日1998~2012
平均

358月31日7月27日7月3日2013~2022
平均

※移植基準日は5月10日



屑米重
(kg/10a)

精玄
米重

(kg/10a)

千粒重
(ｇ)

登熟
歩合
(％)

籾数
(粒/㎡)

穂⾧
(㎝)

稈⾧
(㎝)

3859822.28533,23218.2911986~1997
平均

4858621.67735,82518.3941998~2012
平均

10255321.57637,44919.5982013~2022
平均

※移植基準日は5月10日
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2023年産米の１等米比率
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その２ ほ場と生育状況に応じて基肥と穂肥を適量施肥
ほ場と生育の状況に応じて、適切な量の基肥および穂肥を施用すると
猛暑年でも収量と品質の維持が可能

・過剰施肥は減収や品質・食味が低下するので注意!



その１ 適正籾数28,000～30,000粒/㎡



後期重点

基本
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(猛暑年)



注）大豆跡「みずかがみ」 5月上旬移植 田畑輪換ほ場（粘質田）

牛ふん堆肥連用による増収効果
（滋賀農技セ 2023）



水田における理想的な有機物施用例





イネカメムシ

○縞葉枯病（ヒメトビウンカ）
• 水稲収穫後は早期に耕耘し、畦畔雑草を除去
• 例年発生が多い地域や、感染好適期間が⾧くなる中
生・晩生は、育苗箱施薬を実施

• ６月下旬に発病株率が１％以上ある場合は薬剤防除

○ごま葉枯病
• 初期の過繁茂を避け登熟後期までイネの活力が維持
されるよう、土づくりや肥培管理を改善

• 例年、多発生するほ場では薬剤防除
• 温湯消毒は、化学合成農薬と比較して効果が劣る場
合があるので注意

○斑点米カメムシ類
• イネの出穂３週間前と出穂期の２回の草刈りを徹底
• イネカメムシによる不稔が多発するほ場は、通常防
除に加え、出穂期の防除を実施

ごま葉枯病

ヒメトビウンカ 縞葉枯病






